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20 26 年 3 月 27 日 
 

マツダ、第 72 回大河内記念生産特賞および、第 10 回ものづくり日本
大賞（経済産業大臣賞）を受賞 

－安全性と軽量化を両立したホットスタンプ加工技術で「走る歓び」を進化－ 

 

マツダ株式会社（以下、マツダ）は、ホットスタンプ加工技術の開発における革新性が高く評価され、第 72 回

大河内賞において最高賞である「大河内記念生産特賞」を初めて受賞するとともに、第 10 回ものづくり日本大

賞において「経済産業大臣賞」を 4 回目となる受賞を果たしました。 

 

今回受賞したホットスタンプ加工技術は、鋼板を加熱して軟化させた状態で成形し、金型内で急速に冷却す

ることで高強度・高剛性を実現する車体製造技術です。マツダは本技術において、冷却時間を大幅に短縮する

とともに、従来必要とされていたレーザーカット工程を不要とする新たな工法および部品構造を開発しました。

従来は両立が困難とされていた「衝突安全性」と「軽量化」「生産性」を、制約を創造に変える技術革新によって、

高次元で同時に達成したことが高く評価され、今回の受賞につながりました。本技術は、すでに「MAZDA CX -

60 」など複数の車種に採用されているとともに、2026 年春に日本で発売予定の新型「MAZDA CX -5」にも一部

技術が反映されており、お客様に「走る歓び」を提供しています。 

 

【大河内記念生産特賞】 

大河内賞は、公益財団法人大河内記念会により、生産工学、生産技術、生産システムの研究開発ならびに社

会実装に関する業績を表彰するものです。中でも「大河内記念生産特賞」は、生産技術分野において特に顕著

な業績に贈られる最上位の賞です。今回の受賞に対し、取締役専務執行役員兼 CSCO 向井 武司（むかい た

けし）は、「このたびの受賞は、私たちが大切にしてきた『人を中心に据えたクルマづくり』の思想を、生産現場か

ら深化させ、未来へとつなげていきたいという思いが結実したものです。この技術は、安全性の向上や軽量化に

よる環境負荷の低減に加え、材料のリサイクル性に適合しやすい特性を備えており、将来の循環型モビリティ社

会に向けて、大きな意義を持つと考えております。」と述べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大河内記念生産特賞贈賞式の様子 
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今回のマツダに関する受賞対象および受賞理由は次の通りです。 

■大河内記念生産特賞 

件名： 安全性、軽量性、生産性を飛躍的に向上させたホットスタンプ加工技術の開発 

受賞者： マツダ株式会社 

受賞理由： ホットスタンプ技術は高強度部品を製造できるため、自動車の車体骨格部品に用いられる一

方、冷却工程やレーザーカット工程が生産性やコスト面での課題となっていました。本受賞技

術では、冷却時間を大幅に短縮し、レーザーカットを不要とする新たな工法と部品構造を開発

しました。あわせて、強度や板厚の異なる鋼板を最適に配置する設計により、衝突安全性能を

1.6 倍に高めつつ 34％の軽量化を達成しています。さらに、生産性を従来比 4 倍に向上させ、

コストを 34％低減し、市販車両への適用まで実現した点が評価されました。 

 

【ものづくり日本大賞】 

「ものづくり日本大賞」は、経済産業省、国土交通省、厚生労働省、文部科学省が連携して開催し、製造・生産

現場における中堅人材、伝統的・文化的な「技」を支えてきた熟練人材、今後を担う若年人材など、「ものづくり」

に携わっている各世代の人材のうち、特に優秀と認められる人材を顕彰するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものづくり日本大賞を受賞した開発メンバー 

 

今回のマツダに関する受賞対象および受賞理由は次の通りです。 

■ものづくり日本大賞 製造・生産プロセス部門 「経済産業大臣賞」 

件名： 性能・軽量化・コストを両立しつつ従来工法比で生産性 4 倍に引き上げた世界最高効

率ホットスタンプ加工技術の開発 

受賞者： 平尾 嘉英（マツダ/ 受賞代表者）、井上 誠二（マツダ）、大川 慧（マツダ）、 

野村 成彦（日鉄テクノロジー）、鈴木 利哉（日本製鉄）、岡田 徹（日本製鉄）、 

関戸 義仁（日本製鉄） 

受賞理由： ホットスタンプ技術は、高強度部品を実現でき、自動車の A ピラーや B ピラーの製造に

活用される一方、加熱・冷却工程やレーザーカット工程が必要となり、生産性やコストに

課題がありました。本受賞技術では、部品構造の進化と独自の金型構造により、世界で

初めて B ピラーでのレーザーカット工程を廃止し、生産性・コストを大幅に改善するとと

もに、CO₂ 排出量の低減を実現した点が評価されました。 
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受賞技術を採用した構造部品を採用する CX -60  受賞技術によって加工された B ピラー 

 

マツダは今後も技術革新を通じて、安全・安心・自由な移動社会の実現に貢献するとともに、「走る歓び」で移

動体験の感動を量産してまいります。 

 

【ご参考】 

■マツダ、カーボンニュートラル実現に向けたロードマップをアップデート ニュースリリース 

https://newsroom.mazda.com/ja/publicity/release/2025/202509/250930a.html  

 

■マツダ技報 No.39 (2022) P.213 高効率ホットスタンプ加工技術開発 

和文のみ： https://www.mazda.com/ja/innovation/monozukuri/technology/tech -review/2022/  

 

■マツダ企業サイト内 

ひとの価値を想う創造価値 

https://www.mazda.com/ja/innovation/  

 

以 上 
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